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<保護者や学校協力者への開かれた学校づくり>
・PTA、地域教育会議、中原会、同窓会との連携
・学校ホームページの定期的な更新、学校だよりの発行
・学校運営協議会による地域と連携した教育体制作り

地域と連携を図りながら諸活動を展開することができた。活動については精選化をした
り、生徒の活動に関しては充実させたりすることを目指した。生徒会や各種委員会、部活
動などが地域の活動に参加して交流を深め、PTAのレク活動（モルック）を展開すること
もできた。

地域の各行事が再開している中で、活動内容の精選し、充実させることを検討
できた。今後も地域のご理解を得ながら、より計画的に連携を図っていくこと
が必要と考える。地域に開かれた教育活動の展開について、学校運営協議会や
ＰＴＡとも連携しながら検討していきたい。
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学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

　「自主自立の精神を養おう」　　       （３）広く社会に目を向けよう
　　（１）自ら学ぶ力を身につけよう    （４）社会性を身につけよう
　　（２）互いを認め尊重し合おう       （５）健康な生活を心がけよう

  ◎支援教育の充実　　　　　　　　　安心して過ごせる居場所づくり
  ◎授業改善　　　　　　　　　　　　主体的に考え、係わり合いを通した深い学びの実践
  ◎主体性の育成を目指す協働体験　　生徒を中心にした協働体験の企画・運営

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

<自他を認め合い、一人ひとりを活かす>
・主体性の育成を目指した学年・学級活動
・係わり合いを深め、自己を高める協働体験
・ひとり一人が、自己承認できる関係性の創出

生徒達が協力して課題に取り組む実践を通して、自他を認め合い、支え合う関係を育成で
きた。自分の感情に流されずに物事を多面的に捉えることや、相手の気持ちを受け止めな
がら係わり合いの質を高めていくことが課題である。

他者理解を深め、自己を見つめ直す機会を設定するために、地域との連携や多
様な協働体験を計画していきたい。ひとり一人が大切な存在であることを、
日々の生活と学習を連関させて行きたい。

<生徒理解に基づいた個に応じた支援・指導の実践>
・課題を抱えた生徒への共感的理解を深める現場研修
・生徒の状況を把握し支援につなげる教育相談の実施
・生徒情報の共有化と個に応じた支援方法の推進

生徒理解研修を実施して生徒情報を教職員で共有化し、共感的理解を深めながら連携して
係わることを目指した。また、教育相談等により生徒の状況を把握し、より丁寧な支援・
指導を行うことができた。課題としては、情報を共有して初期対応へ円滑につなげていく
ことがあげられる。

教職員の人権意識の向上と、物事を多面的・多角的に捉える視点で他者を理解
することが生徒理解の基本だと考える。研修や現場の対応において意識を高
め、生徒を理解する力を高めていきたい。

<生徒の自主・自立を目指した協働体験の活性化>
・生徒会活動の活性化
・主体性を伸ばすリーダー研修の実施
・生徒が主体となって課題解決に取り組む活動の推進

生徒が主体となって、学校生活を楽しく過ごすための取り組みを展開することができた。
リーダー研修を行い、生徒たちの自治への意識を高め、生徒会や委員会活動に繋げること
ができた。今後も継続していきたい。

生徒ひとり一人が安心して過ごし、居心地を良くして成長し合うために必要な
環境づくりを生徒が主体的に係わるように、生徒会や各種委員会、学級で設定
していきたい。

<主体的で係わり合いを通した深い学びの実現>
・基礎・基本的な知識の習得と発展学習の推進
・生徒の係わり合いを大切にした多様な思考力の育成
・生徒が主体的に課題探究に取り組む学習活動の展開

基礎・基本的な知識を身につけさせる学習を基盤としながら、単元によっては、主体的に
探究的な学びが展開できる授業を目指した。また、ＩＣＴを活用し、個の学びと協働的な
活動を通じて多角的に考察する学習を行った。単元構成の仕方や授業時間の調整をしてい
くことが課題である。

授業の単元構成を設定し、探究的な学習にどのようにつなげていくかを話し合
い、教材研究する時間が必要となる。また、生徒が興味を持ち、関心を高める
ための教材の工夫をしていくことが大切である。お互いの実践から学び合う機
会を設定していきたい。

<個に応じた支援体制作り>
・一人ひとりが安心して過ごせる居場所作り
・個に応じた支援の検討と支援を実践する体制作り
・支援教育のあり方について理解を深める研修

生徒を共感的に理解し、一人ひとりを大切にするという意識を教職員間で共有して、生徒
の居場所作りについて多様な支援体制が展開できるようになってきた。すべての生徒につ
いて状況を把握し、より適切な係わり方を具体的に考えていくことが求められている。

ケース会議において、ＳＣやＣＯからの助言を教職員間で共有して、生徒への
係わり方について検討することができている。今後は、生徒達が安心して相談
できる環境づくりと個に応じた支援体制の充実に向けて、改善方法を検討して
いきたい。

<お互いを認め合い、自他共に大切にする環境作り＞
・人権意識を高める教育活動の推進
・多様性を認め合い、思いやりを育てる共生教育の実践
・「命を守る」支援・指導の実践

昨年度と同様に人権教育に取り組んできたが、生徒アンケートでは「いじめや暴力のない
学級、学校になるよう努めている」という項目が、昨年度よりも3.1ポイント下がってお
り、生徒指導や適切な支援のあり方について検討する必要がある。生徒のひとり一人の声
をよく受け止め、初期対応を丁寧にしながら安心して過ごせる環境作りを目指したい。

人権意識を高めるためには、誰に対しても丁寧に係わり、ありのままの生徒を
受容し、適切な支援や指導をしていく力を教職員が身につけることが大切であ
る。特に初期対応の仕方については、具体的な場面を捉えながら教職員で研修
を深めていきたい。

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

学校関係者の方々からの評価としては、落ち着いた学校の中で、生徒達が係わり合いを大切にして生き生きと活
動していることや、教職員が生徒一人ひとりに丁寧に寄り添って係わっていることに対して概ね好評価を受けて
いる。昨年度に続いて保護者の皆様からは教育活動にご理解とご協力をいただいた。また、地域の方々から日々
の温かな見守りやふるさと応援金を支援していただくなど、多方面から教育活動を支えていただいた。今年度、
学校で起こってしまった個人情報の紛失の件では、ご迷惑やご不安を与えてしまった件についていただいたご意
見やご助言を、今後の教育活動に活かしていきたい。学校が生徒や保護者にとって安心・安全に過ごせる場とな
り、地域と共に歩んでいく場となることが強く求められている。今年度の課題を猛省し、教職員が一体となって
地域に開かれた学校運営を目指していきたいと考えている。

生徒一人ひとりに寄り添いながら丁寧に係わって、生徒にとって落ち着いて過ごす居場所作りを進めてきた。しかし、学校評価の結果からは、生徒の声を傾聴して思いを
しっかりと受け止めたり、安心して相談したりすることが十分にできていないことが読み取れる。生徒の状況把握や適切な支援、生徒が困っているときの初期対応につい
て、教職員は連携を図りながら丁寧に行うことが必要である。支援教育という考えを基盤にして、個に応じた支援教育体制作りをさらに充実させたい。そのためには、教
職員が日常的に声を掛け合い、多面的・多角的に生徒を捉え、連携して働きかける意識を高めていきたい。本校の教育目標である「自主・自立の精神を養おう」の実現に
向けて、生徒が主体的に学校生活を見つめ、より過ごしやすく豊かな活動ができるために、多様性を認め合い、自他を大切にできる環境作りを、生徒・教職員・保護者・
地域で連携しながら進めていきたい。そして、生徒が主体的に考え行動し、一人ひとりが大切にされる社会を築いていく力を身につけられるようにしていくことが今後の
学校の課題である。

<教育公務員としての責務を自覚し、より良い教育に努力する教職員の育成>
・命を守る教育の実践に関する研修
・授業、学習指導、生徒支援・指導に関する研修
・教職員としての責務や服務についての現場研修

教職員としての自覚を高めるための研修を実践で行ってきた。特に情報の取り扱いについ
ては細心の注意が必要なことを研修で学んできたが、個人情報の紛失という重大事案が起
こってしまった。猛省し、個人情報の管理方法や取り扱い方について研修を行い、再発防
止策に取り組んでいる。

生徒や保護者の皆様や地域の方々からの信頼回復に向けて、教職員としての自
覚と服務規律への意識を高めることが必要である。他方では、教職員の仕事に
生きがいを持って取り組める職場作りを目指したい。そのためも「お互いさ
ま」という意識を持って協力できる体制作りが不可欠である。

＜業務の精選化と生きがいを感じ取れる環境作り＞
・職場や労働環境の改善に向けての研修
・業務の精選化と効率化の推進
・教職員として生きがいを感じ取れる職場環境の改善

業務に対する意識や環境の改善、組織の改編などに取り組んできた。組織の改編により、
業務の明確化や精選化は少しずつ改善している。しかし、年度当初から教員の欠員が生じ
てしまい、その対策のために一部の教員には負担が多くかかってしまった。

業務の精選化・効率化を進めながら、本来取り組むべき業務、充実させたい業
務を明確にして、より良い連携方法を実現していくことが求められている。ま
た、保護者の皆様や地域の方々には、学校の取り組みを丁寧に伝えていくこと
で、ご理解とご協力を得られるようにしていきたい。


